
リコール届出日 ： 令和5年9月29日

外-3693

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車

の台数
備       考

ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ YDR-SL4 「920」
CAT00920LSL400473～CAT00920TSL401080

51台
令和3年6月4日～令和5年3月3日

151台
令和3年3月29日～令和5年3月16日

（計3型式） （計3車種）
（輸入期間の全体の範囲）

ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ YDP-JC3 「914」
CAT00914EJC300315～CAT00914LJC300960

35台
令和3年3月29日～令和5年1月18日

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

事故の有無2　件

令和5年10月2日

不具合件数

ショベルローダのトランスミッションにおいて、トランスミッションと車体フレームを締結す
るマウントボルトのトルクが不足しているものがある。そのままの状態で使用を続ける
と、ナットが緩み脱落し、トランスミッションが車体フレームに保持されなくなり異常振動
し、最悪の場合はハーネスや構造体が損傷するおそれがある。

トランスミッション（分配機）マウント

届出者の氏名又は名称

リコール開始日リコール届出番号

問合わせ先 ：
キャタピラージャパン合同会社
BCPローダーマーケティング
TEL：（０４５）６８２－３８００

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は

性能の状況及びその原因

改善措置の内容

キャタピラージャパン合同会社
代表社員ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ・ﾜｰｸ・ﾂｰﾙｽ社
職務執行者　　豊浦　信海

全車両、トランスミッションのマウントボルトのトルクを点検する。不足していた場合、適
切なトルクで締め付ける。
また、マウント部品の脱落が確認された場合は、それらを新たに取り付ける。

不具合の部位（部品名）

発見の動機

自動車使用者及び自動車
特定整備事業者等に
周知させるための措置

・ 使用者               　　     　：ダイレクトメール若しくは電話で通知する。
・ 自動車特定整備事業者　：使用者の全てを把握しているので、周知させるための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　措置はとらない。
・ 改善実施済み車両には、キャブ後面ガラス左下若しくは左支柱下に、実施済み
　であることを示す旨のステッカーを貼付する。

リコール対象車の車台番号（シリアル番号）の
範囲及び輸入期間

令和3年6月4日～令和5年3月16日

市場からの不具合報告による。

ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ YDP-JW2 「910」
CAT00910JJW200542～CAT00910HJW201701

65台

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３６１
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp


